
 

 
平成２９年６月２１日 

各  位 
会 社 名  セ メ ダ イ ン 株 式 会 社 

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  岡 部 貫 
(コ ー ド 番 号  4 9 9 9  東 証 第 ２ 部 ) 

問合せ先 取締役管理本部長 栢野 宣昭 
( T E L .０ ３ － ６ ４ ２ １ － ７ ４ １ １ ) 

 
 

支配株主等に関する事項について 

 

 

 当社の支配株主等に関する事項は、以下のとおりとなりますので、お知らせいたします。 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）又はその他の関係会社の商号等 
（平成29年３月31日現在） 

名称 属性 
議決権所有割合 

(％) 

発行する株券が上場されている 
金融商品取引所等 

株式会社カネカ 親会社 
 

52.97 

 

株式会社東京証券取引所 市場第一部 
株式会社名古屋証券取引所 市場第一部 

 
２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 
(1)親会社等の企業グループにおける当社の位置付け 
 株式会社カネカは、当社議決権の52.97％を所有しており、当社の親会社であります。親会社お

よび親会社の関係会社は化成品、機能性樹脂、発泡樹脂製品、食品、ライフサイエンス、エレクト

ロニクス、合成繊維、その他に関係する事業を営んでおり、当社は親会社が製造する変成シリコー

ンポリマーを原材料とした製品を含む接着剤類の製造・販売を営んでおります。 
当社は親会社からの出向者５名を受け入れております。なお、出向者５名は当社の業務に専任で

あたっております。出向者のうち２名は、親会社との円滑な連携を図ることを目的として、当社の

取締役に就任しております。また、他の出向者３名は、当社各部門の戦力強化を目的として受け入

れております。 
 
(2)親会社等の企業グループに属することによる事業上の制約、リスク及びメリット 
 当社は、株式会社カネカの連結子会社であります。株式会社カネカは、原材料の供給先であり、

研究開発の協力等を行なっております。また、当社の海外展開において親会社の海外拠点や事業展

開のノウハウを活用しております。 
 重要性の高い取引については親会社との連携を取りながら経営判断を行っておりますが、事業活

動を行う上での同社からの制約等はありません。 
 
(3)親会社等からの一定の独立性の確保に関する考え方、施策及び確保の状況 
 当社の取締役のうち２名は親会社の従業員でありますが、その就任は当社からの要請に基づくも

のであり、親会社業務と兼務していないことから、独自の経営判断が行える状況にあると考えてお

ります。また、親会社の企業グループ外からの社外取締役を２名登用しており、経営の独立性を高

めております。従いまして、事業活動を行なう上で、親会社との連携を取りながら経営判断を行な

っておりますが、独自の経営判断を妨げるものではなく、一定の独立性が確保されていると考えて

おります。 



 

 
３．支配株主等との取引に関する事項 
 「関連当事者の開示に関する会計基準」に基づき、開示すべき取引はありません。 
 
４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 
 現在のところ、「関連当事者の開示に関する会計基準」に基づき、開示すべき取引はありませんが、

親会社との取引に係る取引条件については、市場価格等を参考に合理的な価格とし、少数株主保護

の観点から問題がないことを確認し決定しております 
以 上 


